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宇都宮市立豊郷中学校 校長室 

～笑顔と感動のあふれる学校 豊郷中～ 
 
                                          カラーでご覧ください 

 （豊郷中 HP） 

 

 

寒い日と暖かい日が交互に訪れ、春の足音がはっきりと聞こえてきまし

た。桜の開花も気になりだす今日この頃です。いよいよ今週末には３月に

なり、学校生活の 1 年間が終わろうとしています。 

３年生の卒業式はもうすぐです。感染症へ細心の注意を払いながら、本

番へ準備をしているところです。今年度の卒業式は、新型コロナウイルス

が感染法上５類へ移行したこともあり、保護者の参加数に制限を設けず、

またご来賓をお迎えして挙行いたします。在校生については会場の関係上

２年生のみが卒業式に参列し、１年生は卒業式後の歓送のみに参加します。 

 

 

 

 ２月２２日（木）5･６校時、体育館アリーナにて生徒会主催の「３年生を送る会」が実施されました。全校

生徒が体育館に集っての３年生を送る会は４年ぶりでした。在校生の盛大な拍手に迎えられた卒業生は、当初

緊張している様子が見られましたが、豊中クイズが始まると多くの笑顔が見られるようになりました。後半は

思い出のスライド上映で、１年生の頃の懐かしい写真を見て、３年間の大きな成長に感動しました。在校生は

３年生に卒業のお祝いと感謝の気持ちを伝え、３年生は後輩の気持ちを素直に受け止め、誇りを持って卒業し

ていこうとする気持ちの伝わる温かい３年生を送る会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２月２０日（火）5･６校時、とちぎ未来大使であるダイアモンド✡ユカイ様をお迎え 

して、夢講座を開催しました。２年生 212 名が待つ体育館アリーナに歌を歌いながら登 

場したあと、自分の半生を振り返りながら、夢を抱くことや本気で夢を追いかけることの 

大切さを熱く呼びかけていました。特に「人生の主役は自分だ」という当たり前の言葉に 

多くの生徒はハッとさせられ、自分の人生は自分で変えるしかないことに気付くことがで 

きました。最後に、映画「トイ・ストーリー4」日本語版の主題歌「君はともだち」を熱 

唱していただき、生徒たちから大きな拍手が送られていました。 

 

 

 

 

 

旅立ちの日は３月１１日 飛び立とう未来信じて 

３年生を送る会 

２年生 夢講座「夢を見よう！人生はユカイだ」 



 

 

 

 

２月１５日(木)5･6 校時、１年生の総合的な学習の時間において、キャリア教育の一環として「職業人に学

ぶ会」が行われました。この学習は「実際に仕事をしている職業人の話を聞き、自分の生き方・将来の進路に

ついての考えを深める。」、「2 年生で実施される『宮っ子チャレンジウィーク』に向けての意識を高める。」

ことを目的としています。職種の異なる９人の講師の方が来校し、① 仕事の内容について、②仕事の楽しさ、

苦労など、③仕事には資格が必要か、④仕事の適性、⑤その仕事に就くためには、中学時代あるいは学生時代

にどんなことを心掛けたらよいか等、様々なお話をいただきました。生徒たちは２つの職種を選択し、それぞ

れの講師の方から真剣に話を聞き、積極的な質問も行われていました。（写真は一部の職種をご紹介しています） 

 

 

 

 

 

 

 

【旅行業】           【理容師】            【獣医師】 

 

 

 

 

 

 

 

 

      【看護師】           【歯科医師】          【幼稚園教諭】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

３月の 

主な予定 

【豊中だよりには、生徒・教職員の個人情報が掲載されていますので、お取扱いには十分ご注意ください。】 

 

４日(月)火曜日課                 14 日(木)専門委員会 木 12456 

５日(火)月曜日課                 15 日(金)金 126 火 56 

6 日(水)県立高一般選抜学力検査          18 日(月)金 23456 

7 日(木)県立高一般選抜面接【一部の高校で実施】  19 日(火)火 12345 

8 日(金)卒業式予行・同窓会入会式・卒業式準備   21 日(木)大掃除 木 12356 

11 日(月)卒業式                   22 日(金)修了式 

12 日(火)県立高合格発表・生徒会立会演説会、投票 

                            

職業人に学ぶ会 

なごり雪 
 ３年生を送る会が行われました先週２月２２日（木）は、立春を過ぎたのに小雪が混じる寒い１日となりま

した。体育館の窓から外を見て思い出したのが、イルカさんが歌う「なごり雪」でした。この曲は「かぐや姫」

というフォークグループの伊勢正三さんが作詞・作曲した楽曲で、リリースされてから 50 年近く過ぎた現在

も、卒業ソングとして歌い継がれています。聴いたことがある人もいるのではないでしょうか。曲名にある「な

ごり雪」とは、名残を惜しむかのように春近くに降る雪のことを示しています。振り返るとあれが最後だった

んだなあと思えるような雪のことです。 

 また、「なごり雪（名残雪）」には別の意味もあります。春になっても消えずに残っている雪のことです。雪

がたくさん降る土地で生活をしている人は、「雪形」を思い浮かべているかもしれません。雪形とは、山肌と

積雪が織りなす模様を見た人が、何かに見立てて名付けたものです。積雪の様子がよく見える山近くの地域に、

多く伝わっているそうです。雪形は、「種まき」「豆まき」「代かき」などをしている人物や馬・牛など、農民

になじみのある様々なものの形が見立てられています。そして、季節が進むにしたがって少し 

ずつ姿を変える雪形には、農作業を行うタイミングを知らせるという役割がありました。さら 

に、雪形が消える時期が例年より早いと水不足が懸念され、遅いと冷害が予見されると言われ 

るなど、天気予報のない時代に雪形は、天候を知るための指標として使われていたようです。 


